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 要  旨 
 
学習者が主体的に学習を進める場合、学習コンテンツを学ぶだけでなく、学習
プロセスを自分自身で制御することが不可欠である。この活動は、学習プロセス
に対する認知であることから、メタ認知活動と呼ばれる。このメタ認知的活動は、
学習効果・効率を高める上で重要な役割を担う。しかし、メタ認知的活動はコン
テンツの学習と同時並行的に行われるため、負荷が大きく困難な活動であるとい
われている。メタ認知的活動を上手く行えない場合、学習が合目的に進まず、構
成的に知識を構築することができなくなる。本研究では，ハイパー空間でのナビ
ゲーションを伴う学習におけるメタ認知活動としてリフレクションに着目し、学
習者のリフレクションスキルを向上させることで、これらの問題の解決を目指し
ている。そこで、当研究室で開発した認知ツールIH（Interactive History）を用
いたリフレクションスキルアップ支援の枠組みについて検討している。その中の
アプローチとして，Collinsらによる認知的徒弟制の考え方をもとに，リフレクシ
ョンの経験を積み重ねることによってリフレクションのスキルアップを図る。具
体的には、リフレクションの足場としてIHの操作機能を段階的に与えたり
（Scaffolding），除くこと（Fading）で効果的・効率的なスキルアップを行う手
法を検討した。また、Learner-Adaptable Scaffoldingという考えを導入し、学習
者自身が、自己のスキル獲得状況に応じて、使用可能な操作機能の数（Scaffolding 
Level）を制御できるようにした。本リフレクションスキルアップ支援の評価実験
を行い、リフレクションスキルが高まったかどうかを調べた。評価実験において、
IHを用いた本スキルアップ支援の前後での学習を比較したところ、学習を上手く
行うことができるようになったことが伺えた。従って、本スキルアップ支援を行
うことで、リフレクションのスキルが向上することが示唆された。 
 
